
やっぱり図書館へ行こう！

「調子いい !」が続く
��姿勢と呼吸の整え方

藤平信一 / 著
大和書房

古代中国の日常生活
荘奕傑 / 著

原書房

たびするてんとうむし
イザベル・シムレール / 文・絵

岩波書店

9 つの調味料&スパイスが
あなたの料理を変える

いづいさちこ / 著
誠文堂新光社

知っておきたい !
韓国ごはんの常識

ルナ・キョン / 文
原書房

もしも動物と話せたら?
ジェイソン・ビッテル / 文

化学同人

スイッチ
ココロ直 / 著
PHP 研究所

幸村を討て
今村翔吾 / 著
中央公論新社

くらべる値段
おかべたかし / 文

東京書籍

■今月のおすすめの本

■9月の休館日

● 1 日㈭・5 日㈪・12 日㈪・20 日㈫・26 日㈪
●毎週㈪・第 1 ㈭が休館、㈪が祝祭日の場合は翌日

以降の直近の平日が休館

SDGs の教科書
フジテレビ CSR・SDGs
推進プロジェクト / 編

誠文堂新光社

■プチ・シアター
　「ひばりの三役 競艶雪之丞変化」
　原作は歌舞伎でも有名な時代小説「雪之丞変化」
美空ひばり主演の豪華絢爛時代劇です。

●日時　10 月 5 日㈬、14:00 ～
15:31（13:30 開場）

●場所　町民交流センター
　　　　「いこっと」2 階大研修室
●対象　大人向け
●定員　先着 80 人
　　　　（参加無料・申し込み不要）
※新型コロナウイルス感染症の状

況により、中止・変更になる場合があります。

■9月のおはなし会［場所・読み手］

● 3日㈯10:30～11:00児童向け［お話しの森・きらら］
● 14 日㈬ 10:30 ～ 11:00 乳幼児向け「かっちんこ」

［ハグハグ・絵本コンシェルジュ］
● 18 日㈰ 10:30 ～ 11:00 児童向け

［お話しの森・たまてばこ］

問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

広川町立図書館へ行こう！

vol.30 図書館は生きている！？⑤
図書館の様子や仕組みをお伝えします

　前回、開架書架の棚が 5 段から 6 段に増え
たことを紹介しました。実はこれ以外にも、こ
の 3 年で書架そのものが増えたコーナーがあ
ることをご存じでしょうか。
　それは、YA( ヤングアダルト ) コーナーと
DVD コーナーです。いずれも 90cm 幅の書架
が 2 台ずつ増えました。そのため YA コーナー
では約 420 冊の書籍が、DVD コーナーでは約
560 本が置けるようになりました。
　利用者の選択の幅を広げるため、できるだけ
多くの資料を準備できるよう努めています。増
えた資料を、ぜひお楽しみください。
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辰
し ん き か く

企画 創業のきっかけ
　私は、社会インフラとしての既存のトンネルや橋梁、
桟橋、擁壁など、コンクリート構造物の点検・調査・診
断を主業とする企業に 38 年間勤め、その後 2020 年
11月に独立開業しました。退職するまで付き合いがあっ
たお客さまから業務永続の勧めを頂いたため、個人事
業者として、同業種を継続する決心をしました。

創業塾で学んだこと・創業補助金の活用
　開業するにあたり、広川町商工会から創業塾と創業補
助金の紹介を受けました。創業塾では経営や財務、販
路開拓の知識、開業費に関する創業補助金制度につい
てご指導いただき、大変助かりました。

今後の展望
　弊社の経営方針は「業務の生産性向上を図り、質の
高いサービスを提供することで、顧客から一層の信頼を
得ること」です。そのため、今後は自身のスキル向上と
同時に、調査点検機器を充実していく予定です。信頼あ
るサービスを提供し続けることで、協力会社との交流・
連携の輪が広がり、さらなる生産性の向上につながると
考えています。

広川町大字日吉 1164番地 6
広川町産業展示会館 2階
☎ 090-5297-3338
従業員 /2人　設立 /2020年 11月代表 西嶋大道

身近にあるコンクリート構造
物に異常が見られた場合は、
お気軽にご相談ください。

トンネルや橋
きょうりょう

梁、桟橋、擁壁な
ど、コンクリート構造物の点検・
調査・診断を行っています。

広川町・創業支援事業者の紹介
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

南北朝時代の郷土　その9

　平成 9 年（1997 年）に久泉区で
調査された「正恵・大坪遺跡」と「大
坪東遺跡」では、7 世紀後半～ 8 世
紀前半の大型の掘立柱建物群や倉庫
が発見されました。これらは古代の
郡役所（上妻郡衙）の一部を構成す
る関連施設だろうと考えられています。

古墳文化華やかな広川の地に、その
後も継続して古代の文化が醸成され
ていたことを裏付ける遺跡となりまし
た。古瓦や土器などの出土品や説明
パネルにより、常設展として古墳時
代以降の歴史時代に焦点をあててリ
ニューアル展示を行いたいと思います。

北
朝
政
権
内
で
起
き
た
内な

い
こ
う訌

※

足あ
し
か
が利
尊た
か
氏う
じ
に
は
直た
だ
義よ
し
と
い
う
弟

が
い
ま
す
し
、
そ
の
養
子
と
な
っ

た
直た
だ
冬ふ
ゆ
（
実
は
尊
氏
の
子
）
と
い

う
人
物
が
い
ま
す
。
さ
ら
に
執
事

の
高こ
う
の
も
ろ
な
お

師
直
、
そ
の
弟
の
師も
ろ
泰や
す
な
ど

が
い
ま
す
。
足
利
直
義
と
高
師
直

と
の
間
で
、
政
権
運
営
を
め
ぐ
っ

て
確
執
が
生
じ
ま
す
。
尊
氏
の
優

柔
不
断
さ
も
あ
っ
て
、
抜
き
差
し

な
ら
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

正
平
４
年
（
１
３
４
９
年
）
閏う
る
う

６
月
、
尊
氏
邸
に
逃
げ
込
ん
だ
直

義
を
追
っ
て
、
高
師
直
の
軍
勢
が

取
り
囲
み
、
遂
に
は
直
義
を
政
権

か
ら
追
放
す
る
と
い
う
事
件
が
起

き
ま
す
。
類る
い
が
及
ぶ
の
を
察
知
し

た
直
冬
は
九
州
へ
逃
が
れ
、
肥
後

国
川か
わ
じ
り尻
幸な
り
俊と
し
を
頼
り
、
九
州
土
着

の
豪
族
少し
ょ
う
に
よ
り
ひ
さ

弐
頼
尚
が
娘む
す
め
む
こ聟と
し
て

迎
え
入
れ
ま
す
。
こ
の
一
連
の
騒

動
を
京き
ょ
う
と都
騒そ
う
じ
ょ
う擾
と
呼
び
ま
す
。

翌
年
１
月
に
は
高
師
直
が
、
光こ
う

厳ご
ん
天
皇
の
院い
ん
ぜ
ん宣
を
奉
じ
て
、
直
義

追
討
の
兵
を
挙
げ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
足
利
直
義
も
高
一
族
追
討
の
た

め
に
、
諸
国
に
兵
を
募
っ
て
挙
兵

し
ま
す
。
こ
の
事
件
を
北
朝
年
号

の
観か
ん
の
う応
元
年
に
ち
な
ん
で
、
観か
ん
の
う応

の
擾じ
ょ
う
ら
ん乱と
呼
び
ま
す
。
12
月
に
な

る
と
直
義
は
南
朝
へ
帰
順
し
ま
す
。

翌
観
応
２
年
１
月
、
尊
氏
と
息

子
の
義よ
し
あ
き
ら詮
は
、
直
義
の
軍
勢
に

よ
っ
て
京
都
を
追
わ
れ
、
同
2
月

に
は
直
義
に
敗
れ
ま
す
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
尊
氏
・
直
義
は
和わ
ぼ
く睦

し
、
尊
氏
は
高
兄
弟
を
討
ち
ま
す
。

こ
の
和
睦
は
長
く
は
続
か
ず
、

半
年
後
に
は
直
義
は
北
陸
へ
と
逃

が
れ
、
同
10
月
に
は
尊
氏
は
南
朝

へ
帰
順
し
、
政
権
を
返
還
す
る
と

と
も
に
、
直
義
追
討
の
命
を
受
け

直
冬
と
も
対
立
し
ま
す
。
南
朝
政

権
だ
け
に
な
っ
た
こ
と
で
、
年
号

の
正
平
６
年
に
ち
な
ん
で
、
正し
ょ
う
へ
い平

一い
っ
と
う統
と
呼
ば
れ
ま
す
。
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こ
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よ
う
な
京
都
に
お
け
る
北

朝
側
の
内
訌
は
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そ
の
ま
ま
九
州

の
武
将
た
ち
の
動
静
に
連
動
し

ま
す
。
そ
の
典
型
的
な
事
件
が
、

針は
り
す
り摺
原ば
る（
現
筑
紫
野
市
）の
戦
で
す
。

尊
氏
・
直
義
の
和
睦
を
受
け
て
、

九
州
へ
逃
げ
て
い
た
直
冬
は
、
九き
ゅ
う

州し
ゅ
う
た
ん
だ
い

探
題
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
九
州
探
題
の
職
に
あ
っ
た

一い
っ
し
き色
範の
り
氏う
じ
は
、
そ
の
職
を
解
か
れ

ま
す
が
、
直
義
方
に
あ
っ
た
少
弐

頼
尚
と
は
確
執
が
あ
り
ま
し
た
。

針
摺
原
の
戦

め
ま
ぐ
る
し
く
情
勢
が
動
く
中

で
、
正
平
８
年
２
月
に
一
色
直
氏

（
範
氏
の
息
子
）
が
、
少
弐
頼
尚

が
拠
点
と
す
る
古
浦
城
（
現
太
宰

府
市
）
に
来
攻
し
ま
す
。
頼
尚
は

宮
方
に
救
援
を
依
頼
（
こ
の
時
に

は
直
冬
は
南
朝
に
帰
順
）
し
ま
す
。

菊
池
武
光
が
３
０
０
０
騎
を
率

い
て
、
頼
尚
の
窮
地
を
救
い
ま
す
。

菊
池
氏
の
来
援
に
感
激
し
た
少

弐
頼
尚
は
、「
子
孫
七
代
に
わ
た
っ

て
菊
池
氏
に
弓
を
引
か
ず
」
と
の

熊く
ま
の
ご
お
う
の
せ
い
し

野
牛
王
誓
紙
を
出
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
離
合
集
散
が
当
た

り
前
の
時
代
、
北
朝
政
権
の
内
部

で
繰
り
返
さ
れ
た
内
訌
は
、
九
州

の
宮
方
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
、
形

勢
を
利
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の

時
期
に
一
気
に
勢
力
拡
大
が
で
き

た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

※
内
訌
…
…
内う
ち
わ輪
も
め

▲熊野牛王神符
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